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学年同窓会配布等の希望がありましたらご相談下さい。

＞
後
半
の
個
別
面
談
会
。

Ｏ
Ｂ
側
も
今
の
仕
事
に
つ
い

て
再
確
認
す
る
場
と
な
っ
た
。

毎
年
秋
に
実
施
し
て
い
る
。

平
成
２‐
年
９
月
‐２
日
、
多
士
会
館
に
て

済
々
豊
同
窓
会
青
年
会
主
催
で
就
職
相
談

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
大
学
３
年
生

（今
年
度
は
主
匿

Ｈ
‐９
卒
）
対
象
に
、
既
に
就
職
し
働
い
て

い
る
先
輩
か
ら

「
働
＜
こ
と
」
「
社
会
人

と
は
」
か
ら

「実
務
」
や

「給
料
」
の
深

い
話
ま
で
直
接
聞
い
て
し
ま
お
う
―
と
い

う
催
し
で
す
。
今
回
は
Ｈ
２
卒
が
幹
事
と

な
り
、
説
明
す
る
側
に
は
県

。
市
の
公
務

員
、
県
内
企
業

（メ
ー
カ
ー
、
金
融
機
関
、

マ
ス
コ
ミ
関
係
、
医
療
関
係
等
）
約
５０
名

の
方
々
に
ご
協
力
を
頂
い
て
、
学
生
側
も

６０
名
近
＜
集
ま
り
ま
し
た
。

会
は
、
ま
ず
社
会
人
参
加
者
か
ら
自
己

紹
介
や
自
身
の
仕
事
の
説
明
を
し
て
頂
き
、

駅
に
今
年
の
就
活
で
内
定
を
取

っ
た
ば
か

り
の
日
１８
卒

（今
年
度
大
学
卒
業
）
２
名

に
内
定
ま
で
の
体
験
談
を
し
て
も
ら
い
ま

し
た
。
学
生
側
は
身
近
な
先
輩
の
話
な
の

で
皆
真
剣
―

更
に
個
別
面
談
会
で
は
各
人
が
希
望
す

る
業
種
の
先
輩
に
話
を
聞
き
、
あ

っ
と
い

う
間
に
２
時
間
が
過
ぎ
ま
し
た
。
学
生
の

参
加
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
も
非
常
に
好
評
。

ま
た
社
会
人
側
か
ら
も
、
改
め
て
自
分
の

業
務
を
話
す
事
で
自
ら
の
再
認
識
に
な

っ

た
等
々
た
＜
さ
ん
の
好
意
的
な
意
見
が
よ

せ
ら
れ
ま
し
た
。

将
来
に
つ
い
て
ま
だ
迷
い
つ
つ
真
剣
匡

者
え
る
後
輩
の
想
い
に
触
れ
、
こ
ち
ら
も

新
鮮
な
キ
モ
チ
を
思
い
起
こ
し
ま
す
。
そ

し
て
可
能
な
限
り
自
分
の
体
験
を
後
輩
達

に
役
立
て
て
も
ら
い
た
い
、
そ
れ
が
参
加

同
窓
生
の
共
通
の
気
持
ち
の
よ
う
で
す
。

段
取
り
や
準
備
は
大
変
で
し
た
が
有
意
義

な
会
を
開
＜
事
が
出
来
た
と
思
い
ま
す
。

ご
協
力
い
た
だ
い
た
同
窓
生
の
皆
様
、
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

学
生
の
み
ん
な
、
頑
張
れ
就
職
活
動
Ｈ

青
年
会
会
計

・
永
村
哲
宏

（Ｈ
２
卒
）

▲聞きたい業種の先輩から話を聞く参加者

▲前半は主催挨拶後、就活体験談スピーチなど

県
の

「
＜
ま
も
と
教
育
の
日
」
が
定
め

ら
れ
た
こ
と
を
受
け
、
我
が
豊
と
熊
本
高

校
と
は
連
携
事
業
が
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

互
い
の
教
育
力
向
上
の
た
め
に
貢
務
の
重

大
さ
を
自
覚
し
、
新
た
な
思
い
で
教
育
に

取
り
組
ぬ
契
機
と
し
て
い
ま
す
。
連
携
と

協
力
で
交
流
を
通
じ
た
教
育
振
興
の
た
め

の
二
つ
の
取
り
組
み
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

（Ｉ
）
学
校
参
観
週
間

今
年
は
１１
月
９
～
‐３
日
実
施

会
場
は
済
々
豊
高
校
及
び
熊
本
高
校
。

保
護
者
や
地
域
住
民
に
互
い
の
授
業
や
施

設
を
参
観
し
て
も
ら
う
と
と
も
に
、
両
校

の
教
師
は
互
い
に
情
報
交
換
や
研
修
を
深

め
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

（Ⅱ
）
野
球
対
抗
戦
＝
１１
月
１３
日
実
施

お
な
じ
み
の
定
期
戦
―
　
県
営
藤
崎
台

球
場
で
全
校
応
援
。
親
睦
と
各
々
の
団
結

を
図
ろ
機
会
と
な

っ
て
い
ま
す
。
今
年
も

は
つ
ら
つ
と
し
た
プ
レ
ー
と
応
援
が
繰
り

広
げ
ら
れ
ま
し
た
。
熊
高
が
先
制
で
２
点

先
取
し
た
が
、
６
回
反
撃
４
点
を
奪
う
展

開
へ
。
し
か
し
そ
の
６
回
途
中
、
雨
で
中

止
と
な
り
ま
し
た
。

（レ
ポ
ー
ト

・
広
報
委
員
会
）

１

・♭

＞

両
校

揃

っ
て
の

「選
手
宣
誓
」

＞
反
撃
の
兆
し
に

熱
の
入
る
応
援
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2009年9日26日開催
同窓会役員&代表評議員懇親会 (明ま櫛嚇

平成21年 9月 26日 、熊本市上通の 「和数奇」にて、役員・代表評議員懇親会が開催されま

これは役員・代表評議員相互の懇親を目的に 6年前から同窓会で企画され今回で 7回 目。

から参加の方々も含め、過去最高の73名 でした。会場では同じテーブルに近い世代が座り、

士でひと際話が盛り上がったり、または先輩後輩へと声を掛け合ったりと賑わい楽しいひと

幸風窓同 特別版

同窓会役員とは?
会長、副会長、幹事長、常任幹事、

幹事、会計監査によって構成され、
1同 窓会会務の企画、運営にあ

たっています。
した。

当日参加者は学蔓側

同じ時代を過ごした同    |
ときとなりました。 (担 当委員会 :総務)

後列左から 弓肖」淳昌(S22卒 )、 西岡輝雄 (S30
卒)、 高橋等 (S18卒 )、 加来俊彦 (S25卒 )

前列左から 笠猪―郎 (S29卒 )、 田追國治 (S26
卒)、 緒方秀逸 (S17卒 )、 古閑孝之(S24卒 )

後列左から 岩永研―会長 (S26卒 )、 真開純洋費
長、西本守教頭、福永勝則教頭 (S48卒 )

前列左から 興縄義昭冨」会長 (S35卒 )、 中西満雄
副会長 (豊友会 S30卒 )、 城戸克二副会長 (S37卒 )、

新開徹幹事長 (S43卒 )

後列左から 松岡秀―(S38卒 )、 徳永公治(S32卒 )、 佐々

孝雄(S37卒 )、 西村尚常任幹事(雪 友会S35卒 )、 坂口勝彦
常任幹事(S33卒 )

前列左から 山寄昂(S34卒 )、 井薫常任幹事(S32卒 )、 緒
方正一(S35卒 )、 水間弘雄(S33卒 )、 杉本紘―(S36卒 )

●
Ｈ魃

後列左から 江口正明(S43卒 )、 添島廣陸(S45卒 )、 進
朗(S39卒 )、 立川和敏(詈友会S39卒 )、 布田悟(S46卒 )

前列左から 山内稔(S40卒 )、 東求幹事(S40卒 )、 寺崎
温子(S41卒 )、 生田真由美幹事(S47卒 )、 河内正(S44
卒)

後列左から 杉浦康治常任幹事(S52卒 )、 園川校(S55卒 )、

上村哲也幹事(S53卒 )、 鮫島伸宏(S52卒 )、 松本博昭(雪 友会
S53卒 )

前列左から 今井政文常任幹事(S49卒 )、 白石正治(S48卒 )

久本田憲司幹事(S48卒 )、 中野和光幹事(雪 友会S50卒 )

後列左から 正代孔紀(S62卒 )、 浅香英夫幹事(Hl卒 )、 高野
正大来年度大同窓会実行委員長(Hl卒 )、 吉田―浩(S63卒 )

前列左から 宮崎久俊(S60卒 代理)、 村上博―(S56卒 )、 石
丸昌美幹事(S56卒 )、 片桐英夫常任幹事(S58卒 )、 本田洋一今
年度大同窓会実行委員長(S63卒 )

議

　

　

　

　

　

・●

左から
西本守教頭、真開純洋豊長、福永勝則教頭

代表評議員とは?
学年毎に 1名 選出され、評

議員会において、同窓会の重要

な会務について審議します。また、

各学年の連絡、調整等にあたって

います。

後列左から 宮田房之幹事(S59卒 )、 小野川和裕幹事(S
41卒 )、 津留伴―幹事(S46卒 )、 勝久卓治幹事(S63卒 )

前列左から 中村友花理事務局員(S59卒 )、 野田研―幹
事(S50卒 )、 坂井木綿子常任幹事(S60卒 )、 山下三美子幹
事(H6卒 )、 楠田節子事務局員(S52卒 )

後列左から 永村哲宏青年会会計(H2卒 )、 池山 左から
洋輔(H18卒 )、 新宅政輝幹事(H2卒 )、 甲斐智和 中西信雄 (S50卒 )、

(H6卒 )               柴田弘之(S57卒 )

前列左から 竹田lll海 (H20卒 )、 守田和憲(H19卒
代理)、 新田哲也(H3卒代理)、 和田光司(H7卒 )

麟

警

一筆
麟

鍮

清 々受 同窓
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「楽
し
く
登
っ
て
い
ま
す
」
～
ｓ
４‐
△〓
『登
山
の
△〓』活
動
報
生口～

１０
年
前
に
受
け
取

っ
た
、
「学
年
の
３

名
を
発
起
人
と
し
て
、
山
歩
き
の
会
を
発

足
し
た
い
」
と
い
う

一
通
の
手
紙
か
ら
こ

の
学
年
活
動
は
始
ま
り
ま
し
た
。

記
念
す
べ
き
第
１
回
は
、
平
成
１１
年
Ｈ

月
３
日

（祝
）
、
行
先
は
久
住
で
し
た
。

牧
ノ
戸
よ
り
登
り
ま
し
た
が
、
山
道
脇
の

灌
木
の
小
伎
に
氷
が
張
り
付
い
て
い
た
の

を
覚
え
て
い
ま
す
。
２
回
目
は
阿
蘇
の
鳥

帽
子
岳
、
３
回
日
は
鞍
岳
…
と
続
き
、
今

年
の
Ｈ
月
７
日

（上
）
に
も

っ
た
久
住
の

黒
岩
、
泉
水
で
、

７６
回
と
な
り
ま
し
た
。

日
帰
り
登
山
が
ほ
と
ん
ど
で
す
が
、
霧

島
縦
走
、
雲
仙
普
賢
岳
、
富
上
山
、
山
布

岳
、
開
聞
岳
な
ど
泊
ま
り
が
け
で
行

っ
た

こ
と
も
あ
り
ま
す
。
そ
う
い
う
時
は
連
れ

合
い
を
同
行
す
る
人
も
い
て

一
層
賑
や
か

に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
今
年
８
月
の
英
彦

山
登
山
で
は
、
Ｓ
３７
年
卒
の
村
山
知
之
先

輩
に
案
内
を
お
願
い
し
、
学
年
を
超
え
た

交
流
も
で
き
ま
し
た
。

毎
月
登
っ
て
い
ま
す
が
、
未
だ
参
加
す

る
人
は
限
ら
れ
て
い
ま
す
。
今
後
は
人
数

も
増
や
し
て
学
年
の
親
睦
、
更
に
同
窓
会

全
体
に
広
が
っ
て
い
け
ば
良
い
な
と
思
っ

て
い
ま
す
。

卒
業
２５
周
年
記
念
同
窓
会

～
ｓ
５９
年
卒
～

夏
真

っ
盛
り
の
８
月
＝
日

（金
）
、
”

会
卒
業
昴
周
年
記
念
同
窓
会
を
開
催
し
ま

し
た
。
当
時
担
任
も
し
て
い
た
だ
い
た
、

生
物
の
中
村
恭
子
先
生
と
国
語
の
岩
崎
靖

先
生
を
お
迎
え
し
、
懐
か
し
の
北
校
舎
３

階
の
教
賓
で
模
擬
授
業
を
し
て
い
た
だ
い

た
後
、
多
士
会
館
で
の
茶
話
会
、
路
面
電

車
を
貸
切

っ
て
の

「ビ
ア
ガ
ー
電
」
、
そ

し
て
お
決
ま
り
の
懇
親
会
と
麻
り
だ
く
さ

ん
の
内
容
で
し
た
。
引
名
の
参
加
者
の
半

数
以
上
が
、
全
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
。
ア
メ

リ
カ
か
ら
駆
け
つ
け
て
く
れ
た
同
級
生
も
。

そ
ん
な
中
で
私
達
を
何
よ
り
驚
か
せ
た

の
は
、
先
生
方
の
お
変
わ
り
な
い
姿
。
時

間
を
オ
ー
バ
ー
し
て
の
熱
の
人
っ
た
授
業

に
、
逆
に
元
気
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

中
村
友
花
理
（Ｓ
ｍ
卒
）

話
に
な
り
ま
し
た
。

（参
加
中
し
込
み
は
済
々
嬰
同
窓
会
事
務

局
ま
で
）

代
表
評
議
員
　
土寸
崎

平成21年 12月 20日

A賃 1市電0ごアガー言:

=山

L・史|:本市長はSil卒 |

▲中村先生、岩崎先生を囲み思い出す現役時代

会

1品

子

S
11

▲頂に着いた時はいつも最高の気分です
V

特別版

‖券
子

S
32

筆▲国宝となった人吉の青井阿蘇神社見学 じ

報会窓同

宅
建
多
士
会

宅
建
多
士
会
は
、
済
々
姜
創
＃
．１
０
０

周
年
を
契
機
に
母
姜
を
愛
す
る
１７
名
の
有

志
に
よ
り
、
昭
和
ヽ
年
に
設
立
さ
れ
ま
し

た
。
多
士
会
館
２
階
の
大
教
室
に
は
、
宅

建
多
士
会
創
立
の
記
念
に
寄
贈
し
た
掛
時

計
が
今
も
な
お
後
輩
た
ち
の
勉
学
を
見

守

っ
て
い
ま
す
。

会
員
相
互
の
親
睦
会
と
し
て
、
今
回
１０

月
に
人
吉

一
泊
旅
行
を
企
画
し
ま
し
た
。

一鹿
の
日
の
滝
」
、
国
宝
の

「青
井
神
社
」

「永
国
寺
」
等
を
見
学
し
、
絵
葉
書
の
よ

う
に
美
し
い

「鬼
の
国
の
棚
田
一
に
は
い

つ
ま
で
も
見
と
れ
て
い
ま
し
た
。
帰
路
は

今
話
題
の
川
辺
川
に
向
か
い
ま
し
た
。
中

断
さ
れ
た
工
事
が
放
置
さ
れ
、
代
替
地
に

は
真
新
し
い
学
校
や
民
家
が
建
ち
並
ぶ
姿

を
見
る
に
つ
け
、
そ
こ
に
住
む
人
た
ち
の

翻
弄
さ
れ
る
気
持
ち
に
思
い
を
馳
せ
ま
し

た
。
横
を
流
れ
る
川
辺
川
は
、
世
の
中
の
変

革
に
惑
う
こ
と
な
く
、
変
わ
ら
ぬ
美
し
い

流
れ
に
身
を
任
せ
て
い
ま
し
た
。
当
日
は

人
吉
球
磨
同
窓
会
の
方
々
に
も
大
変
お
世

水ヽ
村

ま
す
ま
す
元
気
な
福
岡
同
窓
会

～
２４２
名
が
集
う
―
～

去
る
７
月
４
日
に
済
々
曇
福
岡
同
窓
会

が
開
催
さ
れ
た
。
黄
地
に
黒
で
染
め
抜
い

た
二
綱
領
大
旗
と
の
ば
り
嬰
旗
を
配
し
た

会
場
に

一済
々
晏
純
情
」
が
流
れ
る
。
い

つ
に
な
く
出
足
が
早
い
会
員
達
。
目
当
て

の
姜
尚
中
（Ｓ
Ｈ
卒
）
東
京
大
学
大
学
院
教

授
の
講
話
に
真
剣
な
眼
差
し
で
聴
き
入
っ

た
。
懇
親
会
で
は
、
母
豊
の
今
を
紹
介
す

る
真
開
讐
長
の
話
に
、
ま
た
懐
か
し
い
語

り
Ｈ
調
の
恩
師
大
津
山

・
竹
原
両
先
生
の

話
に
各
人
の
済
々
畳
時
代
を
思
い
浮
か
べ

て
い
た
。

か
く
し
ゃ
く
と
し
た
城
先
輩
（Ｓ
Ｈ
卒
）

の
発
声
で
乾
杯
―
　
あ

っ
と
い
う
間
に
大

盛
上
が
り
。
余
興
の
日
玉
の
ア
ダ
チ
ち
ん

ど
ん

一
団

（足
達
英
明
社
長

・
Ｓ
ヽ
卒
※

下
段
参
照
）
が
嬰
歌
を
奏
で
入
場
す
る
と

宴
も
た
け
な
わ
に
。

最
後
は
、
皆
で
肩
を
組
ん
で
応
援
団
に

合
わ
せ
て
の
豊
歌
斉
唱
。
過
去
最
高
の
２

４
２
人
を
集
め
た
元
気
な
福
岡
同
窓
会
。

本
当
に

「出
て
か
ら
長
～
い
済
々
曇

一
の

強
い
絆
を
感
じ
る
会
で
あ

っ
た
。

実
行
委
員
長
　
山
下
　
猛
（Ｓ
“
卒
）

＞
幹
事
Ｓ
４６
年
卒
メ

ン
バ
ー
。
横
浜
ベ

イ
ス
タ
ー
ズ
村
田

修

一
選
手
の
父

・

裕
文
さ
ん
を
紹
介

す
る
山
下
実
行
委

員
長

▲特別講演をした姜尚中教授 ▲大野穣福岡同窓会長

であ

伝
わ烈勧線裁黄

．プ

ロ
の

″
チ

ン
ド

ン

屋
さ

ん

″
足
達

社

長
率

い
る

一
行

は
先

の
７
月

福
岡
同
窓
会
で
も
大
好
評
。

５５
年
の
歴
史

が
あ
る
全
日
本

コ
ン
ク
ー
ル
で
は
近
年
３

度
の
優
勝
を
し
て
い
る
。

済
々
震
で
楽
器
を
始
め
、
演
劇
部
で
キ

タ
わ
れ
た
と
い
う
学
生
時
代
。
当
時
の
運

動
会
仮
装
や
文
化
祭
に
も

「ア
ン
グ
ラ
で

マ
ニ
ア
ッ
ク
な
セ
ン
ス
」
で
没
頭
、
そ
の

体
験
や
同
窓
生

の
応
援
は

「原
点
」
に

な

っ
て
い
る
と
振
り
返
る
。
上
京
し
数
年

の
バ
ン
ド
活
動
し
た
が
、
身
の
振
り
方
に

迷
い
な
が
ら
九
州
に
戻
る
と
縁
あ

っ
て
ラ

ジ
オ
バ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
ー
と
な
る
。
売
れ

た
い
と
思
え
ば
大
衆
に
媚
び
合
わ
せ
る
の

が
近
道
の

一
つ
だ
が
、
根

っ
か
ら
の

「セ

ン
ス
」
を
打
ち
消
せ
ず
無
理
を
し
な
い
自

分

へ
と
踏
み
出
し
た
職
業
が

「ア
ダ
チ
宣

伝
社
」
と
い
う
チ
ン
ド
ン
業
務
。
や
る
と

奥
深
い
世
界
で
１５
年
に
な
る
。
今
は
そ
の

独
特
の
世
界
観
で
ラ
ジ
オ
や
西
日
本
新
聞

の
コ
ラ
ム
に
も
登
場
す
る
が

「実
は
こ
そ

ば
ゆ
い
気
持
ち
な
ん
で
す
」
と
は
に
か
む
。

我
が
曇
多
士
済
々
の

．
人
で
あ
る
。

広
報
委
員
長

・
坂
井
木
綿
子
（Ｓ
∞
卒
）

る

れ

　

，

え

そ

た

応

ヽ
ヽ
　

つい̈
¨

童
マ

ち

が

し

か

り

援

い

や

応

思

が

▲

ア
ダ
チ
宣
伝
社

社
長

足
達
英
明
さ
ん
（Ｓ
５８
卒
）
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峰 開セミナー 第4回 多士講座
蒲誹 本県知事が熱弁

市民公開セミナー第 4回 多士講座が 7月 18日 、熊本市上通

町・ホテル日航熊本で実施された。

講師は蒲島郁夫熊本県知事で演題は「政治学者として、知

事として」。政治学者となるまでの経歴、2008年 4月 熊本県知事となり県政を

担う日々、その課題や展望について幅広く熱弁を 、ヽるった。後半は司会の大田

黒浩一氏 (S55卒)を交え質問に気さくに応じ

た。会場は約300人 の参加者で満席であった。

同講座は済々昌同窓会と (財)多士会館主催

で広く一般の方々を対象とした教養セミナー。

次回は来年 2月 5日 に実施 します。※下段告知

(総務委員長・今井政文 S49卒 )

く
蒲
島
郁
夫
知
事

▲知事には公務で超多忙な中、協力頂いた

来る2012年、本詈は創立130周 年を迎えます。

明治15年の創立から連綿と続く歴史の節目と

なるこの年、同窓会では様々な記念事業を計

画しています。今年 5月 の大同窓会と昨年夏

の代表評議員懇親会の出席者にアンケー トを

実施し、ご意見を頂きました。その中から賛

同意見の多かった事業を中心に、記念事業準

備委員会及び各委員会で検討を重ねています。

全国の同窓の皆様に母雪の歴史を再認識 して

いただける様、またこれから済々雪を目指す

未来の同窓生にも夢を与えられる様、有意義

な記念事業を目指 していきますので、皆様の

ご支援、ご協力を宜 しくお願いいたします。

◆主なアンケー ト結果
・立田山へ記念植樹
・済々詈シンポジウム

・済々雪杯スポーツ大会
・「130年 の歩み」新聞掲載、特別番組放送

・全国大同窓会

・記念パレー ド
・北京大学附属中学校との交流促進
・ラッピングバス、市電の運行
・歴史資料整備保全

・本館新築記念品贈呈

2010年:5月 21日 lel

創立128周年済々 豊大同窓会
場所 :熊本全国空ホテルニュースカイ
時間 :総会 17:30～   懇親会 19:00～

幹事学年=平成元年卒

齊 齊 元 年 ～いつだってはじまりだ!～

げたばき塾で「豊歌成立の物語』を講義
腱

臨

牒

”

は

椰
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く
竹
原
崇
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名
誉
教
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同
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時
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妊
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‐こヽ
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き
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し
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る

話

き

珈

”

帥

』

せる
、

誇

』

榊

同

ろ

て

謝

さ

の

の

体
動
枷
Ⅷ
熱
鰤
腿

た。
Ｍ
屹
咄
緩
艦
嚇

あ
盤
礎
り、
厳
。参加

で

動

え

語

時

た

も

話

感

教

と

の

べ

話

＞
会
場
の
多
士
会
館
２
階

に
約
６０
人
が
集

っ
た
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